




























Measuring the causes of Asian migration based on gravity models: 






















おけるNet Migrationと，国連開発計画（United Nations Development Programme：以下UNDP）
が計測する人間開発指数（Human Development Index：以下HDI）との関係を示したものである。 












 　人間開発と移民との関係に注目した先行研究にはHarttgen and Klasen（2011），Crush and 
図2　Net Migration and Human Development Index （2017）
出所：World Development Indicator （2017）, Human Development Report （2017）

























の要因に関する研究は，主に経済的動機に注目しており 2），推定に際して，例えばBeine, Docquier 
















































Wajdi, Adioetomo and Mulder（2017），Ramos（2016）などがある。
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δij   eijh≥Wj. 
 が成り立っている。ここで，労働者が対数型の効用を持っていると仮定すると，効用関数は， 
 uij=lnWi－ lnδij－ lnWj. 
 となる。また，Mijを i，j国間に予想される移民のフロー，Njを j国におけるNativeの人口とすると， 
 （1） Mij＝G(uij) Nj. 
 　where　G(uij)＝ exp(uij)∑ kexp(ukj)  
 となる。さらに対数効用を用いると，移民を表す等式は， 
 （2） Mij= Wi /δij∑ kWk /δkj  ＊
Nj. 
 　define　∑ kWk /δkj ≡WJ 
 と表せる。ここで，Liを i国における移民の労働供給とすると， 
 （3） Li≡∑ jMij. 




Li≡N   
 と定義できる。Nは世界全体の労働供給である。したがって，労働市場均衡式は， 
 （4） Li=Wi ∑ j 1 /δijWJ ＊Nj 
 （5） then Wi= LiΩiN  








 となる。ここで，Ωi，WJはそれぞれ i国と j国における移住のコストに関わる指標を表しており，
観測できない変数である。（5）式を用いて，（2）式に代入すると， 
 （8） Mij= LiNjN ＊
1/δij





 が得られる。この式の形や解釈を相対的リスク嫌悪度一定のモデル（Constant Relative Risk 
Aversion function）を用いることで，さらにAnderson and van Wincoop（2003）の貿易に関するグ
ラビティモデルに近づけることが出来る 6）。Θを相対的リスク嫌悪度を示す係数とすると，これ
までの式を以下の様に定式化できる。 




































 ln（Mij）=ln（Li）＋ ln（Nj）－ ln（N）＋（1－θ）ln（δij） 
 　　　   －（1－θ）ln（Ωi）－（1－θ）ln（WJ）.  
 となる。ここで，ln（N）は定数であるため，推定を行うことが出来ない。したがって，以下の式
から計量モデルを構築することになる。 
 （10） ln（Mij）＝ ln（Li）＋ ln（Nj）＋（1－θ）ln（δij） 





















難しく，これらの制御なしに推定を行えば，Bergeijk and Brakman（2010）はcircular dependence
が発生することを指摘している。 
 　Bergeijk and Brakman（2010）はこの点の改善方法として3つの方法が挙げられている。第一に，















 （11） ln（Migij）＝α0＋α1 ln（popi）＋α2 ln（popj）＋α3 ln（distij）＋α4 incomeij＋α5 incomeij2
 　　　　   ＋α6 educationij＋α7 educationij2＋α8 healthij＋α9 healthij2＋α10 borderij
 　　　　   ＋α11 langij＋α12 femalej＋α13 youngj＋α14 secondj＋α15 tertj
 　　　　   ＋α16 laborstatusj＋DCi＋SCj＋εij 









あると考えられる。Popはそれぞれ i国と j国の人口を表している。Dist ij は国家間の距離である。
health ij は i国と j国の健康水準指数（Health index）の比率を示している。同様に，education ij は教
育水準指数（Education index）の比率，Income ij は所得水準指数（Income index）の比率を示して
いる。border ij は i国と j国の国境が接している場合に1であるダミー変数である。同様に，Lang ij
 は共通の公用語が使用されている場合に1であるダミーを表している。移民の属性を示す変数と
して，Female j は j国からの移民が女性である場合に1であるダミー，Young j は移民が15歳から24
歳までの若い世代である場合に1であるダミー，Second j は移民の最終学歴が中等教育（高卒など）
までである場合に1であるダミー，Tert j は移民の最終学歴が高等教育（大卒以上）である場合に
1であるダミー，laborstatus j は j国からの移民が雇用されている，あるいは家業を持つ場合に1で
あるダミーを示している。DC i ，SC j はそれぞれ個別の i国が受入国であるときの固定効果と個別
の j国が送出国であるときの固定効果を示している。ε ij は誤差項である。 









ルに導入することで，その関係性を詳しく分析できるようになる。border ij ，Lang ij はLewer and 
van den Berg（2008）においても使用されている環境変数であり，主に移民のリスク嫌悪度を変
動させるものであると考えられる。Female j ，Young j ，Second j ，Tert j ，laborstatus j は全て移民の属
























 　その他，border ij ，Lang ij はそれぞれ移住のコストを軽減すると考えられることから，係数は正












 　はじめに，本研究で用いるデータを説明する。まず，OECD migration databaseが公表している








できる最新年度である2010年版のデータを利用しており，Mig ij ，jobstatus ij ，Female j ，Young j ，
Second j ，Tert j はこの統計のデータから得られる。次に，the U.S. Geological Surveyから，Dist ij が
得られる。Dist ij は各国の首都間の距離を計測している。CIA World Factbook 2009は，世界の国々
の歴史的背景，地理，人々と社会，政治，経済，情報伝達，輸送，軍隊，外交関係について詳し
くまとめられており，ここからはBorder ij ，Lang ij に関するデータを得た。health ij ，education ij ，
income ij はHuman Development Report 2011から該当する国のデータを用いている。health ij は出
生時期待余命から，education ij は期待教育年数と平均教育年数から，income ij は一人当たりGNP
から算出されている。 
表1　記述統計
Variable Obs Mean Std. Dev. Min Max
ln_mig_ij 1120 4.294311 2.717628 0 12.644
ln_pop_i 1120 10.60808 1.106149 8.859506 12.35672
ln_pop_j 1120 10.61016 1.311318 6.008813 12.35672
ln_dist_ij 1120 7.693216 0.792958 5.754913 8.66403
income_ij 1120 1.129148 0.369637 0.485339 1.847917
education_ij 1120 1.150112 0.376489 0.574631 2.165517
health_ij 1120 1.083317 0.168628 0.795057 1.413392
female_j 1120 0.486607 0.500044 0 1
young_j 1120 0.33125 0.470873 0 1
second_j 1120 0.326786 0.469248 0 1
tert_j 1120 0.326786 0.469248 0 1
border_ij 1120 0.202679 0.402175 0 1
language_ij 1120 0.083929 0.277405 0 1

























Std. Err.10） t P＞―t―
ln_pop_i 　19.152 　6.90827 　2.77＊＊ 0.006
ln_pop_j －13.648 　5.38823 －2.53＊ 0.011
ln_dist_ij 　－0.845 　0.21335 －3.96＊＊ 0.000
income_ij 　24.622  11.22346 　2.19＊ 0.028
income2_ij 　－3.519 　2.50951 －1.40 0.161
education_ij －60.881  22.00148 －2.77＊＊ 0.006
education2 ～ j 　10.649 　4.20190 　2.53＊ 0.011
health_ij 　586.558 222.45870 　2.64＊＊ 0.008
health2_ij －134.480  51.80034 －2.60＊＊ 0.010
female_j 　　0.297 　0.10898 　2.72＊＊ 0.007
young_j 　－0.245 　0.11061 －2.21＊ 0.027
second_j 　－0.317 　0.13614 －2.33＊ 0.020
tert_j 　－0.670 　0.13716 －4.89＊＊ 0.000
border_ij 　　0.940 　0.22969 　4.09＊＊ 0.000
language_ij 　　0.208 　0.32601 　0.64 0.524
laborstatu ～ j 　　0.604 　0.10993 　5.49＊＊ 0.000
_cons －524.204 195.53730 －2.68＊＊ 0.007
N 1120 F（33, 1086） 42.57




Breusch-Pagan/Cook-Weisberg test for heteroskedasticity
Ho Constant variance
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